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電気シンボルは、[電気]タブの2D記号から選択し、図面上で使用することができます。2D記号は、初期値で

用意されているシステム記号の他に、作成した形状をユーザー記号に登録することで電気シンボルとして使用

することができます。また、[機器器具]タブのユーザー部材に単線記号を登録することで電気シンボルとして

使用することもできます。どちらもシンボルに複線部材を付加して登録ができ、単線と複線の切り替えが可能

です。 
 
ユーザー記号                    ユーザー部材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー記号とユーザー部材の違い 

どちらも機能や使用できるコマンドについてはほぼ同じです。ユーザー記号は、主に2次元的な表現の電気配

線図での利用を目的としています。ユーザー部材は、電気部材以外の他の機器器具と同様の扱いになり、3次

元的な利用を重視します。  

1. ユーザー記号とユーザー部材 

単線記号 

(電気シンボル) 複線部材 

単線記号と複線部材の 

切り替えが可能 

[単線/複線変更]コマンド 
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ユーザー記号 

・単線記号で配置 

・記号ごとに登録した高さで配置、または配置時に高さの指定が可能 

・単線記号の大きさは、配置時に指定が可能 

・部材の情報([プロパティ]-[部材情報])は、登録された複線部材の内容で配置 

(配置後にプロパティやコマンドで変更可能です。) 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー部材 

・配置時に単線、または複線を選択して配置 

・高さを指定して配置 

・単線記号の大きさは、登録時の大きさで配置(配置後に変更可能です。) 

・部材の情報([プロパティ]-[部材情報])を編集して配置が可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配置時の記号のサイズを 

指定できます。 

単線でのみ配置します。 記号に登録した高さを初期値

として使用できます。 

 

複線で配置するか、単線で

配置するかを選択します。 

配置の高さを、フロアまたは部屋

を基準にして指定できます。 

プロパティ情報を編集して配置ができます。 
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[電気]タブの[照明器具][コンセント][スイッチ][盤][システム記号][ユーザー記号]、[機器器具]タブの[シス

テム記号][ユーザー記号]から電気シンボルを選択して、図面上に配置することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム記号：初期値で用意しているシンボルです。登録内容を変更することはできません。内容を変更する 

場合は、[コピーして追加]でユーザー記号に追加し、追加したユーザー記号を編集します。 

 

ユーザー記号：新たに記号を登録します。タブやリストを新たに作成し、ユーザー側で使用しやすいようにカ

スタマイズができます。 

 

⚫ 補足説明 

リスト上で右クリックし、[ライブ 

ラリに登録]をすると、[ライブラ 

リ]パネルから直接登録したリスト 

を表示することができます。 

 

 

 

2. ユーザー記号に登録 

システム記号とユーザー記号の

切り替えをします。 

タブやリストでシンボルの種類

ごとに整理できます。 

用紙サイズの記号の縮尺ごとの

記号サイズを保存、読み込みで

きます。 

登録しているシンボルのファイ

ル保存、読み込みができます。

(p.37参照) 

右クリックすると、シンボルの

追加や編集ができます。 

オン(        )にすると、リストやタブの

編集、表示順の変更などができます。 

選択したシンボルのプレビュ

ーや情報の確認ができます。 

縮尺ごとに記号のサイズを設

定します。(p.19参照) 

クリックすると、直接指定した

[記号の配置]ダイアログのリス

トが開きます。 
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記号の作成 

記号を新たに作成し、ユーザー記号に登録します。形状の作成は、2D図形を使用して作成する方法と、既に

登録済みのシンボルの形状を編集する方法があります。ここでは、以下(例)の形状をそれぞれの方法で作成し

ます。 

 

 

2D図形で作成 

[図形]タブ-[矩形]をクリックします。 

 

 

作図方法は「中心点の位置と縦、横の値」を選択

し、登録するシンボルの縦と横の長さを入力しま

す。 

 

左クリックで配置位置を指定し、図面上に矩形を

1つ作図します。 

 

同様にして[図形]タブの[円]から  で作図した

矩形の中心に円を作図します。 

ここでは作図方法を「中心点と円周上の位置」で

作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3 4

5 

2 

1 

3 
3 

クリック 

4

5 

(例) 

1 

2 
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既存の記号を編集して作成 

 ここではシステム記号を編集し、新たな記号を作成します。 

 

[電気]タブ-[照明器具]から編集したいシステム記 

号を選択し、図面上に配置します。 

ここでは「照明器具(実寸)」-「蛍光灯FL10×2」

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

配置したシステム記号を選択し、コンテキストメ

ニューから[汎用図形に分解]-[単線データを抽

出]をクリックします。 

→汎用図形に分解されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

複線部材にボックス類が登録されている記号は、 

[単線データを抽出]のみ選択できます。 

(複線部材の登録については、p.27～30参照) 

2 

1 

1 

2 
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変換した汎用図形を選択し、コンテキストメニュ

ーから[プロパティ]を開きます。 

プロパティパネル一番上欄の「すべて」をクリッ

クし、「特殊形状(照明器具)」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティ項目[形状]の[矩形の幅][矩形の縦] 

[円の直径]を登録したい記号の大きさに変更しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

「単線記号用接続口」と「単線記号用有意点」の

位置を記号に合わせます。 

特殊形状と単線記号用接続口、単線記号用有意点

がグループ化されているため、[グループ]をオフ

にします。 

→個々の要素が選択できるようになります。 

 

Memo 

記号を[汎用図形に分解]すると、分解した複数の

要素がグループ化されています。複数の要素が選

択されている場合、プロパティパネル一番上欄に

「すべて」と表示されます。この場合は、選択し

たすべての要素に共通するプロパティ項目だけが

表示されます。 

個々の要素名に切り替えることで、パネルに表示

される項目が切り替わります。 

4

5 

5 

3 

特殊形状(照明器具) 

単線記号用接続口 

単線記号用有意点 

3 

4

5 

オフ 

5 
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「単線記号用接続口」と「単線記号用有意点」の

各位置を矩形の線上に移動します。 

 

 

 

 

 

 

[グループ]をオンに戻します。 

 

 

 

⚫ 補足説明 

システム記号の照明器具を[単線データを抽出]すると、「特殊形状(照明器具)」に変換されます。初期値で用

意している照明器具のみ通常の2D図形とは異なり、システム側で用意した特別な要素で作成されています。

特殊形状は、[プロパティ]で属性の内容を変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形状タイプ 円の表現 

隠線範囲 

壁付 

7 

6 

Memo 

「単線記号用接続口」と「単線記号用有意点」

についてはp.10を参照ください。 6 

オン 

7 

矩形の表現 
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⚫ 補足説明 

シンボルにペイントをつける場合は、作成した図形の[プロパティ]からペイントやハッチングをつけて登録

します。範囲が図形の一部のみの場合は、[図形]タブの[注記]-[網掛け]や[塗り領域]にペイントやハッチン

グを設定して作図し、シンボルの形状と共に登録をします。 

※図形の一部を「半透明」にする場合は、[網掛け]を利用してください。[網掛け]のみ登録可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形「円」の属性を変更 図形「塗り領域」を新たに作図 

Memo 

「特殊形状(照明器具)」をユーザー記号に登録した場合、記号を配置後に[プロパティ]の[ハッチング]で

ハッチングを変更できます。(「特殊形状(照明器具)」についてはp.8参照) 
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単線記号用接続口と単線記号用有意点 

作成した記号の形状と一緒に「単線記号用接続口」と「単線記号用有意点」を登録すると、電気シンボルと

配線との接続を行ったり、登録した座標位置を有意点として判別したりすることができます。 

 

 

 

ここでは2D図形で作成した形状に「単線記号用接続口」を作図します。 

 

[電気]タブの[盤]横の[▼]-[単線記号用接続口]を

クリックします。 

 

 

 

 

[接続口の設定]で「電気配線用」を選択します。 

 

 

配線を接続する位置をすべて指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー記号の登録 

作成した記号の形状をユーザー記号に登録します。 

 

[電気]タブ-[ユーザー記号]をクリックします。 

 

 

 

作成した記号を登録するリストを開きます。 

ここでは、ユーザー記号に新たにタブとリストを

追加し、登録します。 

[カスタマイズ]をクリックしてオンに切り替えま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

2 

1 

2 

1 

1 

クリック 

3 

2 

1 

オン： 

2 
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タブとリストを追加します。 

  をクリックし、[タブ名]に任意の名前を入力

し、[OK]でダイアログを閉じます。 

→指定した名前のタブが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[リストの追加]をクリックし、[リスト名]と[レ

イヤー名]に任意の名前を入力します。 

リストごとに設定したレイヤーで、シンボルの配

置ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→指定した名前のリストが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

[レイヤー名]は、プルダウン

に表示される履歴から、 

もしくは直接手入力で指定し

ます。 

4 

3 

4 

Memo 

シンボルを配置する時、図面にないレイヤーがリ

ストに設定されている場合は、配置時に[レイヤ

ーの作成]ダイアログが表示され、レイヤーが追

加されます。 
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⚫ 補足説明 

[カスタマイズ]がオンの時、リストやタブ上で右クリックすると、既存のリストやタブの編集、削除などが

できます。 

                

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [新規追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[記号]タブの[登録]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

6 

6 

アイコン 

[リスト/タブ名の変更]：リスト/タブの名前を変更します。リストはシンボル

配置時のレイヤーの初期値も変更できます。（p.11

参照） 

[リスト/タブの削除]：リスト/タブを削除します。リストやタブ内にある 

記号も削除されます。 

[リストの移動]：リストを置くタブを移動します。 

[タブのコピー]：タブに含まれるリストも含めコピーします。 

[アイコンの編集]：リスト/タブ名の前にアイコンを表示します。 

         リスト/タブ内に登録している記号をアイコンとして表示

させることができます。 

右クリック 

オン 

右クリック 

5 
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[部材の登録]で[色]、[線種]、[太さ]にチェック

を入れます。 

チェックを入れた項目は、電気シンボルを配置す

る際、各項目の値を変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気シンボルとして登録する形状、単線記号用接

続口や単線記号用有意点もすべて選択し、Enter

キーで確定します。 

 

 

 

 

 

[電気配線の隠線範囲]をクリックしてオンにし、

配線を接続する時に隠線したい図形を選択し、

Enterキーで確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9

5 

Memo 

電気シンボルの色、線種、太さの値を固定したい場合は、各項目の値(バイレイヤー以外)を指定し、

登録時に[以下の情報をクリアして保存する]で固定したい項目のチェックを外して登録を行います。 

8

5 

[線種]のチェックを

外して登録 

プロパティで値を変更しても線種は、

シンボルに影響しません。 

色と太さは変更できます。 

7

5 7

9

5 

8

5 



 

 

－14－ 

基準点をクリックします。 

→[単線記号の追加]ダイアログに形状が登録され

ます。 

(登録内容の詳細については、p.16「3.ユーザー

記号の登録内容」を参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称を入力し、[OK]でダイアログを閉じると、

電気シンボルとして記号が登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

登録時に隠線する図形を選択すると、電気シンボルに配線を接続した際、選択した図形部分に重なった配線

を隠線処理することができます。 

 

 

 

 

 

 

隠線処理が必要ない場合は、 の操作を行わずに  の操作に進みます。 

特殊形状を登録する場合は、[プロパティ]の[隠線範囲]で設定するため、登録時に隠線する図形の選択は必

要ありません。(p.8参照) 

 

 

  

11 

10 

クリック 10 

11 

9

5 

10 

隠線範囲を指定して登録 

 

隠線範囲を指定しないで登録 

録 
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⚫ 補足説明 

電気シンボルに登録する形状のうち一部を常に画面方向に向くように登録したい場合は、[回転しない形状]

をオンにし、向きを合わせたい形状を選択します。 

[回転しない形状]は、 の基準点を指定する前に行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

ビューの視点方向や記号の向きを変更した際、選択した形状が指定した基準位置で常に画面方向に向くよう

に登録できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複線部材の登録については、p.27～30参照 

 

 

 

 

 

形状を選択し、Enterキーで

確定します。 

画面の向きに合わせる基準点を

クリックします。 

複線部材の向き 複線部材の向き 

10 

登録した形状のみ 

常に画面方向に向きます。 

シンボルを180°回転 

クリック 

オン： 
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ユーザー記号の登録では、 

以下の内容を記号ごとに登録することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

登録済みの記号を編集したい場合は、コンテキストメニューから[編集]を選択します。[単線記号の編集]ダ

イアログが表示され、既存の記号の設定内容を編集することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3. ユーザー記号の登録内容 

タブ名 登録内容 参照ページ 

記号 シンボルの形状と大きさを登録します。 17 

添字 シンボルの添字の登録をします。 22 

複線部材 [機器器具]に登録した機器をシンボルの複線部材として付加します。 27 

拾い集計 
登録したシンボルの拾い集計グループの設定や拾い集計の対象とする、しない

を設定します。 
31 

高さ シンボルを配置する高さを選択します。 33 

電気属性 配線余長や負荷容量などの属性を設定します。 33 

配光データ 
照明器具の配光データを設定します。 

拾い集計グループが「照明器具」の場合に設定できます。 
35 

右クリック 
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シンボルの大きさの登録 

[記号]タブでシンボルの形状と基準となる大きさを登録します。 

サイズは、「実寸サイズ」か「用紙サイズ」のどちらかを選択し 

ます。 

 

実寸サイズ 

・部材の実際のサイズで登録します。 

 ・異なる縮尺のビューで測定しても測定値は変わりません。 

 ・印刷時は、縮尺によって大きさが異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1/100                 1/50 

 

用紙サイズ 

・用紙上(尺度1:1)のサイズで登録します。 

 ・異なる縮尺のビューで測定すると、測定値が異なります。 

 ・印刷時は、異なる縮尺でも同じ大きさで出力されます。(記号サイズが同じ場合) 

 ・縮尺ごとに記号サイズを調整できます。(p.19参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1/100                 1/50 
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サイズの値 

単独のサイズで登録する、または「縦」「横」の組み合わせでサイズを登録することができます。 

ここで入力した値が、基準のサイズとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[単線記号の追加]/[単線記号の編集]ダイアログで「実寸サイズ」を選択し、サイズの値を変更しても、基と

なる記号の大きさが変わるわけではありません。登録時に選択した図形の大きさが、シンボルの基準の大き

さとなります。 

 

 

 

 

 

記号のサイズを点滅器ま

で含めた大きさを基準に

変更ができます。 

ユーザー記号 
登録時の形状 

サイズを「600㎜」から

「1000㎜」に変更 

記号のサイズを屋外灯の

大きさを基準にして変更

ができます。 

記号のサイズを「1000㎜」で配置 

登録時の点滅器の円の

直径まで含んだ長さ 

屋外灯の円の直径の長さ

に変更 

実際の大きさは「600㎜」 

[記号サイズ]は「1000㎜」 
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「用紙サイズ」で登録した記号の配置時の大きさ 

「用紙サイズ」で登録した記号は、配置時に「自動」か「サイズ指定」でサイズを指定します。 

 

 

 

「自動」は、記号ごとに[記号の配置]ダイアログの[プレビュー]タブ-[単線の倍率]で縮尺ごとに設定した 

サイズで配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例)登録時、用紙サイズ6㎜の電気シンボルをサイズ「自動」で配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

縮尺ごとに記号のサイズを

設定します。 

縮尺1/100(単線の倍率100％) 

記号サイズ 

6㎜×1倍＝6㎜ 

縮尺1/50(単線の倍率125％) 

記号サイズ 

6㎜×1.25倍＝7.5㎜ 
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「用紙サイズ」で登録する時の基準となる大きさ 

登録時の大きさのまま、実寸サイズを用紙サイズに直した大きさで登録されます。 

（例）縮尺1/100：実寸サイズ600㎜＝用紙サイズ6㎜（＝600㎜÷100） 

※用紙サイズは、縮尺1/1での測定時の大きさです。 

円をペーパー要素にして測定した時と同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

用紙サイズの記号は、登録時と編集時に[単線記号の追加]/[単線記号の編集]ダイアログの[記号]タブ-[倍率]

で縮尺ごとにサイズを設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録されている用紙サイズの記号を、一括でサイズ変更したい場合は[記号の配置]ダイアログの[設定]-[単

線記号のサイズの保存][単線記号のサイズの読み込み]で変更します。 

 

縮尺1/100 

実寸サイズ 

600㎜ 

用紙サイズ 

600/100＝6㎜ 
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                              倍率を編集し保存 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置済の記号サイズを変更する場合は、記号を選択しコンテキストメニューの[記号サイズの変更]で変更し

ます。用紙サイズの記号は縮尺ごとにサイズが設定できます。 

 

 

 

 

 

   

      用紙サイズの記号                  実寸サイズの記号 
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添字の登録 

[添字]タブでシンボルの添字の登録ができます。添字を登録すると、配置時 

に任意の値を指定することができます。 

添字の登録方法は、シンボルの形状と共に作図した文字を登録する方法と、 

文字を作図せずに登録する方法があります。どちらの方法も6個まで添字と 

して登録することができます。 

 

文字を作図して登録 

添字の位置や大きさ、フォントなどをシンボルごとに設定して登録することができます。 

 

シンボルとして登録する形状を図面上に作図しま

す。もしくは、編集する既存のシンボルを配置し

ます。 

 

 

 

 

 

 

す [図形]タブの[文字]でフォントやサイズ等を設定 

し、添字となる文字を作図します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー記号に形状と文字を選択して登録しま

す。(登録方法は、p.10～15参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

1 1 

2 

3 

Memo 

文字の基準位置を「中央」、向きを「画面方向

に向く」で登録すると、シンボルを回転した時

に添字の位置や向きを固定することができま

す。 

2 

or 

 

既存のシンボルから配置 

円と円弧で作図 

3 
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[単線記号の追加]もしくは[単線記号の編集]ダイ

アログの[添字]タブを開き、  で作図した文字

列の欄の[添字にする]のチェックが入っているこ

とを確認します。 

→作図した文字が添字として登録されます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[添字にする]のチェックを外して登録すると、文字をシンボルの形状の一部とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文字を作図せずに登録 

添字の位置や大きさ、フォントなどをあらかじめ設定された値で登録することができます。 

 

ユーザー記号にシンボル形状のみ登録します。

(登録方法は、p.10～15参照) 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

添字 

1 

4

5 2

5 

Memo 

登録した文字のフォントとサイズで添字が登録

されます。 

 

 

 

 

 

※用紙サイズの記号の場合、記号に設定した縮

尺ごとの倍率が添字にも反映されます。 

登録した文字と同じ 

フォントとサイズ設定 

「C」と「3」を 

[文字]で作図 

1 

添字 

固定文字 

「C」と「3」の文字要素を

添字にするか、固定文字と

するか選択ができます。 

添字で登録すると、値の

変更ができます。 

4

5 

1 
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[単線記号の追加]もしくは[単線記号の編集]ダイ

アログの[添字]タブを開き、[追加]をクリックし

ます。 

→[文字]欄に1行追加されます。 

 

 

 

追加された行に添字の文字を入力し、[添字にす

る]にチェックを入れます。 

→入力した文字が添字として登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

添字の位置 

添字は最大6個まで登録ができ、上の行にある文字から順番に[添字①]、[添字②]となります。 

[添字]タブに既存の添字の登録がない場合、新たに添字を追加すると、登録した形状の右下に表記します。 

添字が複数ある場合は、下に並べて追加していきます。作図した文字の添字登録がある場合は、既存の文字

の下に追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
添字位置の 

変更ハンドル 

3 

2 

Memo 

位置の初期設定を変更することはできません。位置を調整したい場合

は、シンボルを配置後、添字の位置の変更ハンドルから移動します。 

 

変更範囲を選択します。 

チェックを入れるとすべての

添字を一括で移動します。 

Memo 

[添字にする]にチェックを入れ、[文字]に値を

入力せず、空白行を設定すると、空の添字が登

録されます。 

値のない添字 

登録した形状の右下に

追加されます。 

3 

[追加]をクリックすると、

1行追加されます。 2 
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添字の書式設定 

[ホーム]タブ-[設定]-[図面の初期値]タブ-[コマンドの初期値]-[線種・文字]-[文字・寸法線]の[機器器具]タ

ブ-[単線記号の添字]で設定された書式で添字が追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[詳細]-[その他]タブの[背景を透明にする]のチェックを外しておくと、添字を登録した場合、添字の背景を

用紙色にすることができます。 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添字の削除 

[添字]タブの[削除]をクリックすると、[文字]で作図した添字も含め、選択した添字が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

Memo 

文字を作図してシンボル登録する場合は、 

文字の背景を「用紙色」にします。 

(p.22「文字を作図して登録」参照) 

添字の背景が用紙色

になります。 

※照明器具の隠線処理は、p.31参照 

選択した「文字」の添字が消えます。 
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配置したシンボルの添字の編集 

図面上に配置したシンボルの添字を編集する場合は、シンボルのコンテキストメニューから各コマンドで行

います。 

[添字の追加]：添字を追加します。追加する添字の書式やサイズが 

設定できます。 

[添字の編集]：既にある添字の書式やサイズ、添字の内容を変更で 

きます。 

[添字の削除]：既にある添字の削除ができます。 

[添字の並び替え]：複数の添字の順番の並び替えができます。 

プロパティで表示される順番のみか、位置も変更す 

るか選択できます。 

[添字のリセット]：登録時の状態に戻すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Memo 

[添字の並び替え]で[添字の位置も入れ替える]にチェックを入れると、シンボルのプロパティで表示さ

れる添字の順番の並び替えと、シンボル上の添字の位置が変更されます。チェックを外すと、プロパ 

ティの表示を変更し、添字の位置は変更されません。 

添字② 

添字① 

チェックを入れると、並び替えた

添字の位置も変更します。 

クリック 

チェックを外すと、プロパティに

表示される順番のみ変更します。 

クリック 
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複線部材の登録 

[複線部材]タブで機器器具を登録すると、シンボルに機器の情報を付加す 

ることができます。それにより電気シンボルから複線に変更したり、CG 

画面では3D形状で表示することができます。 

複線部材の登録は、図面上に配置したシステム部材やユーザー部材を直接 

選択する方法と、機器の一覧から選択する方法があります。 

 

図面の配置要素を選択 

登録する機器器具を図面上に配置しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[単線記号の追加]もしくは、[単線記号の編集]ダ

イアログの[複線部材]タブを開き、[図面の配置

要素を選択]をクリックします。 

 

 

 

 

 

図面上に配置した機器器具を選択します。 

→複線部材が登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

2 

1 

3 

1 

2 
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⚫ 補足説明 

 [図面の配置要素を選択]でユーザー部材を登録する場合は、選択した機器がユーザー部材に登録されている

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

部材一覧から選択 

[単線記号の追加]もしくは、[単線記号の編集]ダ

イアログの[複線部材]タブを開き、[部材一覧か

ら選択]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

[部材一覧から選択]ダイアログで登録したい機器

を選択し、[OK]をクリックします。 

→複線部材が登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

1 

PC上に選択した機器が登録されていない場合、

エラーが表示されます。 

1 

2 
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⚫ 補足説明 

複線部材に登録された機器の基準点を、ユーザー記号の基準点に合わせます。また、複線部材の向きは選択

した機器の登録時の向きが基準となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複線部材から反映する情報 

複線部材を登録すると、選択した機器から拾い集計の情報と部材情報(機器番号を除く)が、電気シンボルに

設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複線部材に登録された[拾い集計]情報 

記号の基準点 

Memo 

パナソニックの照明器具を複線部材に登録したい場合は、配光データの設定から行います。

p.45「6.パナソニック製品の登録」を参照ください。 

右側面 アイソメ 平面 

複線部材の基準

点 
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複線部材に登録された[プロパティ]情報 
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拾い集計の設定 

[拾い集計]タブで[グループ]を登録します。選択したグループによっ 

て機器の種類を判別します。 

また、集計する際の拾い分けの設定を行うことができます。 

 

 

 

 

[グループ]の種類 

 選択したグループによって使用できる機能が異なります。 

(例) 

「照明器具」             

 

 

 

 

 

 

 

 

：シンボルに配光データを登録することができます。[電気]タブの[自動隠線]横の[▼]-[隠線

処理]の[設定]で[照明器具で配線の隠線を行う]にチェックを入れると、シンボル上に配線

が重なった場合、配線を隠線処理することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「照明器具」「コンセント」「スイッチ」 

「電気器具」「盤類」「受変電設備」「発電機」

「自動火災報知設備」「スピーカー」 

:[器具凡例表]の出力対象となります。 

 

「盤類」 

 

：シンボルに盤名称を設定し、[盤の管理]で管理することがで

きます。 

 
 

「スピーカー」 

 

：シンボルにスピーカーの範囲円を設定することができます。 
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⚫ 補足説明 

[ホーム]タブの[ヘルプ]で「コマンドリファレンス」-「機器器具」-「ユーザー部材の追加」の最下段「ヒ

ント」の「拾い集計グループ」にその他のグループについても機能を記載しております。 

 

[拾い集計]時の拾い分け 

「集計する」にチェックを入れると、[ツール]タブの[拾い集計]をした時に集計対象とすることができます。 

[大分類]、[中分類]、[小分類]を設定すると、拾い集計時に各分類に分けて集計をすることができます。 

※[拾い集計]の詳細については、テクニカルガイド「拾い集計」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[型番]の登録 

 [型番]にチェックを入れると、型番を登録することができます。 

[プロパティ]の[部材情報]-[型番]に反映します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

拾い集計グループや分類名は、[複線部材]タブで複線部材を登録した場合は、選択した複線部材の情報が自

動で設定されます。(p.29～30参照) 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://www.nyk-systems.co.jp/support/technicalguide
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高さの登録 

[高さ]タブでシンボル配置時の高さを設定します。 

高さは、プルダウンで「天井内」「天井面」「壁付(高)」「壁付(中)」「壁付(低)」「床上」「床下」の項目の中か

ら選択します。 

各項目の値は、[表示]タブ-[図面表現]の[配管・ダクト・電気共通]-[設計作図]の[高さの設定]で設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気属性の登録 

[電気属性]タブでシンボルごとに配線余長、負荷容量、相、電圧 

などの設定を行います。 

 

配線余長 

 配線余長を設定すると、[ツール]タブ-[拾い集計]をした時に、 

設定した余長分の長さを含めて配線の長さが出力できます。 

 

負荷容量 

 負荷容量を設定すると、登録した負荷容量の情報が配置した電 

気シンボルに付加されます。 

[電気]タブの[盤の管理]で回路ごとの負荷容量の合計を算出する 

ことができます。 

  

相、電圧[V]、運転時の最大電流[A]、始動方式_工事区分、 

始動方式 

 相は「単相」「三相」、電圧は「100」「200」から選択できます。 

 (任意で入力も可能です。) 

 登録した情報が配置した電気シンボルに付加され、[電気]タブ 

の[盤の管理]に反映します。 

※「電圧[V]」「運転時の最大電流[A]」は数値入力のみ対応 

 

Memo 

配置したシンボルの配線余長と負荷容

量は、[プロパティ]で変更可能です。 

単位の切り替えが

できます。 
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配線に合わせて移動 

 [配線に合わせて移動する]にチェックを入れると、配線を移動した際にシンボルも同時に移動します。その

ため、配線とシンボルの位置関係は変わりません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自動オフセット 

 [接続した配線を自動オフセットする]にチェックを入れると、接続口に同じ方向の配線が複数接続された場

合、自動で設定した数値分の間隔を空けます。 

 間隔の設定は、[電気]タブの[配線記号の設定]-[その他]タブの[配線]で設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

設定された間隔で配線が

オフセットされます。 

Memo 

シンボルを移動した場合は、[配線に合わせて移動する]の設定に関

係なく、接続された配線がシンボルの移動に合わせて動きます。 
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配光データ 

[配光データ]タブでシンボルに配光データの設定をする 

ことができます。拾い集計グループが「照明器具」の場 

合に行うことができます。 

設定した配光データの値は、アドインの[照度分布図]の 

使用や照度計算に反映します。また、複線部材にパナソ 

ニック製品を設定することができます。 

 

 

標準品の選択 

 メーカーを特定せず、汎用的に使用できるデータです。 

初期値から選択し、値を変更することも可能です。 

 [照明器具選択]ダイアログの[詳細]をクリックすると、 

器具データの確認をすることができます。 

 

 

 

 

 

 

パナソニック製品の選択 

 アドインの[ルミナスプランナー連携]を追加している場 

 合に使用することができます。 

 パナソニック株式会社エコソリューションズ社が提供す 

る器具データから選択し、配光データを設定することが 

できます。 

  

 

 

 

 

 

                           ※パナソニック製品の選択についての詳細は、 

p.45「6.パナソニック製品の登録」を参照くだ

さい。 

 

 

 

 

Memo 

パナソニック製品を選択した場合、選択した器具

データから配光データ以外に[名称]、[型番]、[拾

い集計]、[負荷容量[Ｗ]]、[複線部材]の属性情報

を反映することができます。 

反映したい内容にチェッ

クを入れます。 

アドインの[ルミナスプランナー連携] 

を追加している場合に表示されます。 

(アドインの追加については、p.45参照) 
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⚫ 補足説明 

パナソニック製品の配光データの値を変更したい場合は、[パナソニック製品の選択]横の[▼]-[値の変更]で

変更することができます。この場合は、「提供メーカー」が空欄になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常用照明の設定 

[標準品の選択]や[パナソニック製品の選択]から非常用照明の配光データを選択すると、[非常用照明]に 

チェックが入り、非常用照明の配光データが設定されます。標準品の場合は、[設定]から非常用照明の設定

を編集することができます。 

非常用照明の設定をした記号では、図面上で照度範囲を表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

照明率 

 照明率の確認ができます。照明率の値は照度計算で使用します。 

 

取付け角度 

 器具データに設定されている照明器具の長手側と登録した記号の長手側が異なる場合に、角度を指定して器

具データの内容に合わせます。(標準品の選択の場合は、[詳細]から確認できます。) 

 

⚫ 補足説明 

パナソニック製品を選択している場合は、器具データの設定内容を反映します。そのため、非常用照明の設

定変更や照明率の編集をすることはできません。 

変更したい場合は、[値の変更]で変更します。 
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登録したユーザー記号をファイルに保存し、他のPCに受け渡すことで同じユーザー記号を利用することができ

ます。 

 

ユーザー記号の保存 

[電気]タブ-[ユーザー記号]をクリックします。 

 

 

 

 

[設定]-[ファイルにユーザー部材を保存]をクリッ

クします。 

 

 

 

 

[ユーザー部材の保存]ダイアログから保存したい

記号にチェックを入れ、[OK]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイルの保存先を指定し、[保存]をクリックし

ます。 

→ユーザー部材ファイル(*.RebroPartsSheets)

が保存されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. ユーザー記号の保存・読み込み 

4 

3 

2 

1 

2 

3 

4 

1 
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ユーザー記号の読み込み 

[電気]タブ- [ユーザー記号]をクリックします。 

 

 

 

 

[設定]-[ファイルからユーザー部材の読み込み]を

クリックします。 

 

 

 

[ファイルから追加]ダイアログから保存したユー

ザー部材ファイル(*.RebroPartsSheets)を選択

し、[開く]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

[ユーザー部材の追加]ダイアログから追加したい

記号にチェックを入れ、[OK]をクリックしま

す。 

→保存した記号が取り込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

3 

2 

1 

2 

Memo 

ユーザー記号にはIDが設定されています。同じID

の記号が既に登録済みの場合は、[上書きする]、

[別部材として追加する]、[追加しない]の選択がで

きます。 

 

1 

4 

3 
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⚫ 補足説明 

保存したユーザー記号の複線部材にユーザー部材が登録されている場合は、読み込み側のPCでも同じユーザ

ー部材が登録されている必要があります。ユーザー部材もファイル保存し、ユーザー記号とユーザー部材の

両方のファイルを受け渡します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ユーザー部材のファイル保存・読み込みについての詳細は、テクニカルガイド「ユーザー部材」をご覧く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://www.nyk-systems.co.jp/support/technicalguide
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ユーザー部材の「単線」にシンボルの形状を登録し、機器の単線記号として電気シンボルを使用することがで

きます。ユーザー部材の複線の登録、ユーザー部材の詳細については、テクニカルガイド「ユーザー部材」を

ご覧ください。ここでは、主に「単線」の登録方法についてお伝えします。 

 

ユーザー部材の「単線」登録方法 

登録する電気シンボルを図面上に配置します。 

登録する電気シンボルは、 

A. 2D図形で作成する 

B. 既存の単線記号を図形に分解して編集する 

C. 既存のユーザー記号やユーザー部材の単線記

号をそのまま登録する 

いずれの方法でも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録するシンボルに接続口や有意点を作図しま

す。ここでは、接続口を作図します。 

[機器器具]タブの[ユーザー接続口]をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

A. 

 

 

 

 

B.  

 

 

 

 

 

C. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. ユーザー部材に登録 

2 

1 

Memo 

[単線記号用接続口]、[単線記号用有意点]の登録も可能です。そのため、

既存のユーザー記号をユーザー部材の「単線」に登録する場合、新たに

[ユーザー接続口]や[ユーザー有意点]を作図し直す必要はありません。 

([単線記号用接続口]、[単線記号用有意点]については、p.10参照) 

2 

https://www.nyk-systems.co.jp/support/technicalguide


 

 

－41－ 

[接続口の設定]で「電気配線用」を選択し、 

[高さ]のチェックを外して、接続口の位置を指定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[機器器具]タブの[ユーザー部材]をクリックし、 

[ユーザー部材の追加]もしくは、既に登録済みの 

ユーザー部材に単線を登録する場合は、[ユー 

ザー部材の編集]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[単線]の[登録]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[部材の登録]で各項目にチェックを入れます。 

チェックを入れた項目は、単線記号を配置する際

に値の変更をすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

5 

6 

4 

6 

Memo 

ペイントとハッチングは、チェックを入れても配置後に内容を変更することはで

きません。シンボルにペイントやハッチングを登録したい場合は、[ペイント]、

[ハッチング]のチェックを外します。 

※「特殊形状(照明器具)」を登録した場合は、チェックに関係なく配置後にプロ

パティでハッチングを変更できます(p.9参照) 

4 

5 

3 

クリック 
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電気シンボルとして登録する形状、ユーザー接続

口やユーザー有意点もすべて選択し、Enterキー

で確定します。 

 

 

基準点をクリックします。 

→[ユーザー部材の追加]または、[ユーザー部材

の編集]ダイアログの[単線]に選択したシンボル

形状が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[単線]-[詳細設定]-[隠線範囲]をクリックし、配

線を接続する時に隠線したい図形を選択して

Enterキーで確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

Memo 

[単線]-[詳細設定]-[添字の設定]で添字を登録

することができます。(添字の登録について

は、p.22～26参照) 

[口の位置調整]は[3D+CG]に登録したユーザー

接続口(「電気配線用」は除く)の、単線記号に

対する表示位置を調整することができます。 

「実寸サイズ」の場合は実寸値で、「用紙サイ

ズ」の場合は用紙サイズの値で、単線記号の基

準位置からの距離を指定できます。 

 

 

7 

8 

9 

8 クリック 

9 
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⚫ 補足説明 

単線記号に登録する形状のうち一部の形状を常に画面方向に向くように登録したい場合は、[画面の向きに合

わせる形状の選択]をオンにし、向きを合わせたい形状を選択します。 

[画面の向きに合わせる形状の選択]は、 の基準点を指定する前に行います。 

 

 

 

※[画面の向きに合わせる形状の選択]は、ユーザー記号登録時の[回転しない形状]と同じ設定です。(設定の

詳細についてはp.15参照) 

 

ユーザー部材の登録内容 

ユーザー部材には「部材形状」「プロパティ」「拾い集計」「電気属性」の情報を登録することができます。ま

た、拾い集計のグループが「照明器具」の場合に「配光データ」を設定することができます。 

「拾い集計」「電気属性」「配光データ」については、ユーザー記号と同様です。p.31、33～36を参照くださ

い。 

 

単線記号のサイズ 

[部材形状]タブで複線と単線の形状登録を行います。 

[単線]では、登録した単線記号のサイズを「実寸サイ 

ズ」か「用紙サイズ」のどちらかを選択します。 

(「実寸サイズ」と「用紙サイズ」の違いについては、 

p.17参照)  

 

「実寸サイズ」、「用紙サイズ」のどちらを選択しても 

登録時に選択した形状の大きさが、記号の基準のサイ 

ズとなります。 

 

 

 

⚫ 補足説明 

単線記号のサイズが「実寸サイズ」か「用紙サイズ」かによって、配置した単線記号の[プロパティ]の[単

線]に表示される項目が異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

8 

クリック 

オン： 

実寸サイズ 用紙サイズ 
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⚫ 補足説明 

「用紙サイズ」を選択した場合は、[ユーザー部材の追加]/[ユーザー部材の編集]ダイアログの[詳細設定]-

[倍率の設定]で、縮尺ごとにサイズを設定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置時の大きさは、 [ユーザー部材の配置]ダイアログの[単線の倍率]で設定したサイズが反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティ情報 

[プロパティ]タブでプロパティ情報を編集することができます。 

機器番号の登録やプロパティ項目を追加することができ、配置時に値を変更して配置することができます。 

配置した単線記号の[プロパティ]の[部材情報]に反映します。 
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メーカー提供部材のパナソニック製品に電気シンボルを登録したい場合は、ユーザー記号もしくは、ユーザー

部材で登録をします。 

 

アドインの追加 

パナソニック製品の配光データを使用するため、アドインのルミナスプランナー連携を追加します。 

 

[アドイン]タブの[新しい機能の追加]をクリック

します。 

 

 

[ユーザー情報]をクリックし、「必須」と書かれ

た項目を入力し、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ルミナスプランナー連携]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ルミナスプランナーの使用許諾書]ダイアログが

表示されます。「使用許諾書」をクリックし、使

用許諾書を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. パナソニック製品の登録 

4 

4 

3 

2 

1 

1 

3 

2 
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確認後、[OK]で閉じます。 

→アイコンの下に「インストール済」と表示され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[アドインの追加]ダイアログの[閉じる]をクリッ

クします。 

→[アドイン]タブに[ルミナスプランナー]が追加

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー記号にパナソニック製品を登録 

パナソニック製品に登録したいシンボルを作成

し、ユーザー記号に形状を登録します。 

(作成、登録方法はp.5～15参照) 

 

 

 

 

 

 

 

[単線記号の追加]ダイアログの[拾い集計]タブを

開き、[グループ]で「照明器具」を選択します。 

→[配光データ]タブが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

5 

5 

1 

2 

6 

6 
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[配光データ]タブを開き、[パナソニック製品の

選択]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

[照明器具選択]ダイアログで器具品番を入力し、

[検索]をクリックします。 

→ヒットした品番と名称が一覧で表示されます。 

 

 

 

 

該当する品番を選択し、[OK]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

[器具データ]ダイアログが開き、器具の配光デー

タの詳細を確認できます。 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

4 

5 

6 

3 

4 

5 

4 

6 



 

 

－48－ 

[パナソニック製品の選択]ダイアログでルミナス

プランナーから取り込みたい属性を選択します。 

[3D形状を複線部材に割り当てる]にチェックを

入れ、[OK]で閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[複線部材]タブに選択したパナソニック製品が登

録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

で[パナソニック製品の選択]ダイアログのすべての属性にチェックを入れると、パナソニック製品の各

属性の値が記号に反映します。 

 

 

 

 

 

電気シンボル パナソニック製品 
[単線/複線変更]

コマンド 

8 

Memo 

選択したパナソニック製品に3D形状のデータが

ない場合は、[3D形状を複線部材に割り当てる]

は無効になります。 

 

7 

3D形状のデータが

ない器具 

7 

名称 

拾い集計 

型番 

配光データ 

負荷容量[W] 

8 

7 
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ユーザー部材にパナソニック製品を登録 

登録するパナソニック製品とパナソニック製品に

登録したいシンボルを図面上に配置します。 

パナソニック製品は[機器器具]タブの[メーカー

提供部材]-[ルミナスプランナー]タブの[照明器

具の配置]から器具の選択をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[機器器具]タブの[ユーザー部材]から[ユーザー部

材の追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[部材を選択して読み込む]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  電気シンボル 

 

  複線部材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

1 

Memo 

アドインを追加していない場合は、 

[パナソニック製メーカー提供部材を使用する]の

チェックを入れます。 

「使用許諾書」をクリックし、使用許諾書を確認

すると、チェックが入れられるようになります。 

2 

3 
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  で配置したパナソニック製品を選択します。 

 

 

 

[部材の読み込み]ダイアログが開きます。 

器具のデータから読み込みたい項目にチェックを

入れます。 

ここでは、すべての項目にチェックを入れ、

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

チェックを入れた項目について器具データから内

容が読み込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 1 

5 

6 

4 
4 

5 

6 
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「単線」に  で配置したシンボルの形状を登録

し、[OK]をクリックします。 

(登録方法については、p.40～43参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 補足説明 

[部材を選択して読み込む]で複線部材にパナソニック製品を登録したユーザー記号を選択すると、パナソ 

ニック製品を選択した時と同様に「名称」「型番」「3D形状」「プロパティ」「拾い集計」「配光データ」の情

報をユーザー部材に反映することができます。 

 

※アドインの追加、パナソニック製品の器具選択では、インターネット接続が必要です。 

 

 

 

 

  

7 1 

7 

電気シンボル パナソニック製品 

[単線/複線変更]

コマンド 

7 
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図面上に配置したシンボルを異なるシンボルに変更する場合、[単線記号の変更]で置き換えます。 

システム部材、ユーザー部材に登録した単線記号に変更する場合は、[部材の編集]で置き換えることができま

す。ただし、この場合は複線部材もシステム部材、ユーザー部材に登録した形状に置換されます。 

 

 

 

 

単線記号の変更                    部材の編集 

 

システム記号、ユーザー記号に変更 

[単線記号の変更]をすると、システム記号やユーザー記号に 

置き換えることができます。変更時に[属性変更]ダイアログで 

置き換える項目を指定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム部材、ユーザー部材に変更 

[部材の編集]をすると、システム部材やユーザー部材に 

置き換えることができます。変更時に[属性変更]ダイアログで 

置き換える項目を指定することができます。 

単線と合わせて複線部材も置き換えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. (参考)図面上に配置したシンボルの置き換え 

チェックを入れると複線部材も変更します。

初期値はチェックが外れています。 

Memo 

 [部材の編集]はシステム記号、ユーザー記号にも置き換える

ことができます。システム記号、ユーザー記号に置き換える

場合は、[属性変更]ダイアログの[複線形状]のチェック欄が

有効になり、複線形状を変更するか指定できます。 
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⚫ 補足説明 

[機器器具の置換] 

キーワード検索をして検索結果から置換したいシステム 

部材やユーザー部材を選択して変更します。 

変更対象の部材を「選択した機器器具のみ」か「図面上 

の同じ機器器具すべて」かを選択することができます。 

 

 

 

 

 

[選択した部材に置換] 

図面上に配置された部材をスポイトで選択して変更しま 

す。IFCファイルやレブロリンクファイルから読み込ん 

だPC上で未登録のユーザー部材にも変更が可能です。 

図面上で選択した部材を一括で変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[単線記号を基準にリセット] 

システム記号、ユーザー記号の登録内容に置き換えます。 

リセット時に置き換える項目を指定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

置き換えたい部材を 

図面上で選択します。 

Memo 

ユーザー部材の単線記号を[選択した部材に 

置換]で、単線記号が登録されていない 

ユーザー部材を選択すると、単線記号の登録が 

ないため、記号は未登録を表す単線記号の表現 

に変わります。 

 

単線記号の登録がない 

時の記号表現 

キーワード検索の結果

から選択します。 

置換対象を選択できます。 



 

 

－54－ 

 

[複線部材を基準にリセット] 

複線部材の登録内容に置き換えます。 

リセット時に置き換える項目を指定することができます。 

 

 

 

 

 

 


